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「自然共生サイト」の認定は、2023年12月に国連のCOP15（生物多様性条約第15回締約国
会議）で採択された新たな世界目標である「30by30」（生物多様性のため2030年までに各
国の陸と海の各々30%以上の面積を保全する世界目標）達成のための日本における取り組み
の一環。
※1：自然共生サイト
環境省により、企業、団体、自治体等によって生物多様性の保全が図られている区域を認定する仕組みです。

兵庫運河が「自然共生サイト」3月14日に環境大臣認定！
同時に国際データベースにも登録！

兵庫運河あつまれ生き物の浜

韓国（ソウル）・中国（上海・南京）・台湾（台北・台中）の4航空会社が定期便に近い形で
チャーター便を就航。
すでに発表済み4航空会社を含む20航空会社（韓国・中国・台湾・モンゴル等）からも就航希
望がある。

神戸空港は、4月18日より国際線が就航（当初週40便から）

学校給食センターで調理した給食を配送する方式で、温かい給食を兵庫区の5つの中学校にて提供開始予
定！（神戸市第二学校給食センターが2025年10月完成予定）

中学校（兵庫区5校：夢野・湊山・兵庫・須佐野・吉田中学校）の
センター方式の給食が2026年1月より開始予定

中学校給食

コベカツイメージ

活動団体の第1次募集で神戸市全体で620団体が応募
部活動が果たしてきた役割を踏まえ、時代の変化に対応し、将来にわたって子供達が主体的に選択し、多様
な活動に参加できる機会を確保することも目的に生徒が地域の方々と共に活動する内容です。

中学校の部活動の地域移行（コベカツ）が2026年9月より本格移行

神戸市は、政令市トップレベルの病児保育施設24施設を整備済みであるが、兵庫区は、未設置のため強く設置を要望。合わせて病児保育の空
き状況と対応可能な病気の情報をWEB上で一覧にしたうえで、予約まで完結できるシステム構築を要望

病児保育の兵庫区設置を強く要望！！

神社などが祭りの際、のぼりがガードレールなどに設置することが神戸市屋外広告物条例にふれ、違反。祭りを大切にしたい思いから、条例改
正を神戸市へ要望し、実現！

祭りなどのぼりの設置に関わる条例改正を実現！

起業家を支援、地域経済の活性化に寄与するため、湊川エリア（パークタウン）に新たにインキュベーション施設が設置されます。
＊インキュベー ション施設とは、起業家やスタートアップ企業を支援するための施設。

湊川（パークタウン）にスタートアップ支援施設ができます神戸で生まれたスタートアップ企業をもっと増やすために市内企業などと協
力して、新しいファンドを作り、神戸独自のスタートアップ支援を続けるた
めの新しい法人の設立を検討し、首都圏等で活躍する神戸ゆかりの経営者等
とも連携しスタートアップ支援を強化していく施策のひとつです。
昨年質疑した神戸独自の神戸経済成長させるための施策のひとつが進みます。

予算特別委員会 経済観光局審査（2025年3月6日）より

最後までお読みいただきましてありがとうございます。また市政へのご理解
ご協力に感謝申し上げます。日頃から兵庫区内を回り、皆様からいただきました
ご意見やご要望は市当局へ直接申入れ、お答えして参りました。また、議会では、
会派を代表して、市長をはじめ、市当局に質疑を通じて市政に反映するように求
めてきました。今後とも多くの皆様からのご意見、ご要望、また諸課題をしっか
りと受け止め、皆様からのご付託にお応えするよう努力を続けて参ります。
今回は、令和 7年第 1回定例市会を中心にご報告させていただきました。

ご挨拶

平 野 達 司 中央卸売
市場を取り巻く環境が変化、
人口減少や取引の多様化に
よる取扱量の減少、トラック輸
送に関わる2024年問題の状
況の中、（中央卸売市場は生
産者から消費者をつなぐ流
通の要）活性化には、生産
（農漁業）・流通（卸・卸売市場）・消費（小売市場・商店街・大型食料品店・宿泊
施設・観光）を一体的に連携させる重要性を昨年に続き継続質疑

課題
●神戸卸売市場への安定した出荷手段が必要
●物流の課題（2024年問題への不安）
●高齢化による生産・出荷負担の軽減が必要

中央卸売市場での青果物の集荷促進について
大畑経済観光局長　
（来年度から以下を取り組む）
●青果物の規格（サイズ・選別・色傷など）の簡素化→生産者の負担を減
らし、生産拡大を促進
●定期トラック便の運行 → 産地を巡回し、神戸中央卸売市場への安定的
な物流の確保
　まずは 4tトラックで運行開始。市場全体の 9 万 tに対しては小規模だが、安
定した出荷先の確保と近隣産地の生産拡大につながる好循環を目指し進める。

平 野 達 司 神戸での大型スーパー出店に対し中央卸売市場を介す
取引量拡大のための働きかけについて

大畑経済観光局長　仲卸事業者に新規店舗出店情報を敏感に把握できること
を呼びかけ取引につなげていく。新規出店事業者、新規開業、宿泊施設、スー
パー、に具体的に訪問し、中央卸売市場の機能強みをPRし、新たな販売ルー
トに神戸中央卸売市場を経由した取引拡大に繋がる取り組みを行う予算特別委員会経済観光局質疑
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平 野 達 司 本場水産卸売場の場内照明設備が水銀燈・蛍光灯・さらに消えているとこともある。LED化を早期に実施すべき

中尾中央卸売市場本場長　水産鮮魚卸売場の照明LED化の必要性は市としても当然認識している
　鮮魚卸売場の照明のLED化にあたっては、照度、色の指定、スイッチのゾーニングを今年度より卸売事業者と協議を開始しており、令
和7年の年度中には詳細な内容を決定したい、工事の概算金額を把握した上で必要な予算を確保し、早期のLED化を実現したい。

水産鮮魚卸売場の場内照明設備について

平 野 達 司 農業と比べ漁業に対する支援が手薄ではないか？
　持続可能な漁業を推進するために、漁業の担い手確保や関係人口の増加
に向けて市内外の周知、強化をすべきではないか？

椿野担当局長　市としては引き続き地域の漁業の情報発信に努め、新規漁業就
業者への支援も国の制度が活用できるよう地元の漁業協同組合等と連携し
て取り組んでいきたい。

平 野 達 司 是非地元で使えるようにお願いしたい。特に水産庁が様々
な制度を用意しているが、実態のところは全漁連、県魚連がその補助を使って
おり地元がなかなか使えない。採択されてもなかなか継続的に使わせてもらえ
ないことを現場で聞いている。水産庁の制度をうまく使える支援をお願いする。

1次産業について
平 野 達 司 要望していた夏場の異常高温による暑さ対策、令和7年度
から地域商業活性化支援事業の対象メニューに熱中症対策項目を加えたこ
と評価したい。ニーズのあったきめ細やかな支援をしていくべきだが見解を

井原経済観光局部長　訪れる市民が快適かつ安全に過ごせるような環境を整える
ということが重要
　夏場に高温が常態化している状況を受けご指摘の通り来年度から地域商業活
性化支援事業の補助対象事業に熱中症対策という項目を新たに付け加えた。
　これにより例えば休憩スペース整備やアーケードにミストを設置などにも補助を
することでより一層、市民に快適かつ安全に良い買い物を楽しんでもらえるような取
り組みを支援するもの

市場・商店街の暑さ対策について

平 野 達 司 ルミナリエの分散開催の一環として、兵庫区・ノエビアスタ
ジアムでの展示を提案。

大畑経済観光局長　ルミナリエは東遊園地や旧外国人居留地、メリケンパークな
どで開催し、回遊性向上を図っている。ハーバーランドや新港町では地元事業
者と連携し、イルミネーション事業を実施。今後も既存のライトアップイベントと協
力し、PRや誘客を進めたい。兵庫区でも関連イベントがあれば積極的に連携

ルミナリエの分散開催とヴィッセル神戸の提案について
を検討する。

平 野 達 司 ヴィッセル神戸から相談があり、同チームは震災の年に誕
生し、鎮魂の意味でもルミナリエと関係が深い。コロナ禍でルミナリエが中止の
可能性があった際、ノエビアスタジアムでイルミネーションを実施した経緯もあ
る。スタジアムや御崎公園での開催は新たな可能性を生むため、課題はあるが
ヴィッセル神戸と協議を進めていただきたいと要望

平 野 達 司 神戸のスタートアップを神戸に根付かせるために、スタート
アップと地元企業との協業を促進するべき、また、神戸で人材育成（AI最先端
の東大松尾研への人材派遣など）で他都市差別化をどのように図るのか 

大畑経済観光局長　① スタートアップの定着と企業連携
　企業コラボの推進と新プログラムこれまでイノベーション創出（15社）、デザイン経営支
援（36社）、オープンイノベーションマッチング（317社応募）などを実施し、着実に進展。
　2024年からは「KOBE BUSINESS PROGRAM So-I」として事業を統合し、行政課

スタートアップ企業を神戸に定着させるための取組について（2点）
題の解決も含め、市内企業とスタートアップを一体的に支援。今後も協業を促進し、企
業の高付加価値化とスタートアップの成長を支援する。

瀬合副局長　②神戸での高度デジタル人材育成
日本のデジタル人材は世界67か国中最下位とされ、育成が急務。神戸では神
戸大学のシステム情報学部新設など最先端の教育を推進。さらに、シンガポー
ル拠点の活用や企業との共同研究を通じて、グローバルに活躍できる人材を
育成し、他都市との差別化を図る。

神戸市立中央卸売市場本場

広域物流拠点施策（中央卸売市場）

湊川（パークタウン）に
スタートアップ支援施設ができます

310705_B3_o

25.031901伊藤→032401伊藤→

ー4ー ー1ー


